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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年６月２０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭           

                         委   員  根 本 美 奈           

 

事故種類 浸水 

発生日時 平成２４年４月１０日（火） ０５時１５分ごろ 

発生場所 福島県福島第一原子力発電所東方沖 

東電福島原子力発電所専用港南防波堤灯台から真方位０８９°７.

８海里付近 

（概位 北緯３７°２５.５′ 東経１４１°１２.４′） 

事故調査の経過  平成２４年４月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

旅客船 すずよし、１９トン 

２３５－２１６１９神奈川、ブルーカンパニー株式会社（以下「Ａ

社」という。） 

１９.００ｍ×４.４８ｍ×０.９３ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、１６１.８１kＷ、平成元年３月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ３４歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 平成１５年１０月３０日 

免許証交付日 平成２０年１０月２７日 

（平成２５年１０月２９日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 主機関、発電機等に濡損（全損処理） 

 事故の経過 

 

 本船は、船長及び甲板員が乗り組み、回航のために平成２４年４月

１０日００時００分ごろ福島県いわき市小名浜港を出港し、宮城県仙

台塩釜港に向け、塩屋埼東方沖を約７ノット（kn）の対地速力で北北

東進した。 

本船は、前部甲板後方から船尾の操縦場所までの間に座敷があり、

操縦場所からは、同甲板が座敷の屋根の死角に入っていた。 

本船は、座敷の船首には前部甲板に出入りできる窓ガラスが設けら

れ、船長は、船首の窓ガラスが割れないように外側へ合板をあててい

たため、座敷からは同甲板の状況が見えなかった。 

本船は、出港してから約３時間、南方から波高約１ｍのうねりのよ

うな波を船尾に受けていた。 
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本船は、０３時００分ごろ、福島第一原子力発電所（以下「発電

所」という。）東方約２０km 付近に向けて航行中、風がほぼない状態

から北からの風を受け始めた。 

船長は、０４時３０分ごろ、南からのうねりの中で北からの風が強

まり、波高が約１.５～１.８ｍに高まったので、波による船体への衝

撃を和らげるために速力を約５kn に減じたが、船首を越えた波が前

部甲板に打ち込み、海水が滞留して同甲板上の蓋から発電機室に浸水

したと思い、同室に設置されたビルジポンプを始動した。 

甲板員は、船体の揺れが大きくなったと感じた頃、座敷におり、船

首の窓ガラスの下枠が濡れていたのを認めた。 

船長は、０５時００分ごろ、船首部が波をかぶり、波をすくい始め

たので、前部甲板の海水を排水できなくなると思い、針路を発電所東

方の警戒区域に入る北西に向け、速力を約４knに減じた。 

船長は、座敷から浸水状況を点検したところ、船首の窓ガラスに水

滴が付いたのを見て前部甲板に波が打ち込んだと思った。 

本船は、０５時１５分ごろ、発電所東方沖の航行禁止区域におい

て、右舷船首から波が船首を越えて前部甲板に打ち込み、合板が外れ

て船首の窓ガラスが割れ、海水が、前部甲板から座敷に流れ込み、床

にはめていた蓋が浮き上がり、機関室に浸水して船首が海面付近まで

没した。 

船長は、主機を止め、航行不能と判断し、０５時２７分ごろ１１８

番通報して救助を要請したのち、来援した巡視船に甲板員と共に救助

され、小名浜港に搬送された。 

本船は、Ａ社によって手配されたサルベージ船にえい
．．

航され、福島

県相馬港に入港した。 

 気象・海象 気象： 

（1） 乗組員の観測 

天気 晴れ、風向 北東、風速 約８m/s、視界 良好 

（2） 灯台の気象観測値 

① 宮城県石巻市所在の金華山灯台における４月１０日０４時２

５分から０５時２５分までの観測値 

０４時２５分 風弱く 

０５時２５分 風弱く 

② 福島県いわき市所在の塩屋埼灯台における４月１０日０４時

２５分から０５時２５分までの観測値 

０４時２５分 風向 北東、風速 ９m/s 

０５時２５分 風向 北東、風速 ８m/s 

海象：波高 約１.５～１.８ｍ 

日出時刻：０５時１０分 

福島地方気象台４月９日１７時発表の福島県浜通りの天気予報（抜
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粋） 

今夜 北西の風 やや強く 晴れ 夜のはじめ頃 曇り 所に

より夜のはじめ頃まで雨で雷を伴う 波 ２ｍのちに１.

５ｍ 

明日 北の風のちに南の風 晴れ 朝晩 曇り 波 １.５ｍ 

のちに１ｍ 

 仙台管区気象台４月９日１９時発表の三陸沖西部（抜粋） 

   海上風警報継続中 

今日～明日 風 南西のちに北西共に１５m/s 天気 晴れ

時々曇り 波 ３ｍのちに２.５ｍ 

 その他の事項 Ａ社は、屋形船として使われていた本船を購入し、京浜港横浜区か

ら青森県八戸市八戸港までの回航を船長が所属する会社に依頼した。 

本船は、神奈川県横浜市から八戸市までが航行区域であり、有効期

間が４月１日～３０日までの臨時変更証を受けており、船長は、横浜

区を発してから、千葉県勝浦市勝浦漁港、小名浜港、仙台塩釜港など

に寄港する八戸港までの航海計画とし、航行日数を約８日間及び予備

日数を約２２日間としていた。 

本船は、前部甲板下に発電機室、その後方に清水タンク及び燃料タ

ンクがある区画、更に後方に機関室が設けられ、それぞれの区画や両

室の天井には出入口の蓋を付けていた。 

本船は、前部甲板の両舷船尾側に直径約４～５cm の排水口２箇所

がそれぞれ設けられ、ビルジポンプが、前部甲板下の発電機室、機関

室の右舷側などに備え付けられていた。 

本船は、小名浜港出港前、約８００ℓの燃料油タンク及びラッシン

グベルトで前部甲板の左舷側に固定された補給用のドラム缶（約２０

０ℓ）２本に満載まで給油した。 

前船舶所有者の船長は、以前、航行中、船首部に飛沫
ひ ま つ

が掛かり、前

部甲板の排水が間に合わず、同甲板下の発電機室が浸水したことを売

船前の打合せ時、船長に伝えていた。 

本船は、建造時の図面から、船首の喫水が約０.６ｍ、船尾の喫水

が約１.１ｍであり、船首の高さが海面上約１.０ｍであった。 

本船は、座敷にあった畳を右舷船首側に重ねて置き、机、椅子など

を左舷船首側に一まとめにしてロープで縛り、座敷の床にはめていた

蓋を開ければ、機関室内を見られる状態にしていた。 

船長は、携帯電話で気象情報サイトを利用し、小名浜港から仙台塩

釜港までの海域については、塩屋埼灯台及び金華山灯台の風向、風速

を確認した。また、同海域では、沿岸から離れる針路となり、船首に

波をかぶりやすいので、風速１０m/s 及び波高１.５ｍ以下となる気

象海象を航行する条件とし、日暮れまでに入港する予定であった。 

船長は、平成２３年７月ごろ、宮城県南三陸町への回航を行い、発
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電所から２０km 圏内は、立入りが制限される警戒区域が設定されて

いることを知った。 

船長及び甲板員は、浸水後、救命胴衣を着用した。 

分析 

 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

あり 

 本船は、発電所東方沖を北西進中、波が前部甲板に打ち込み、海水

が船首の窓ガラスを割って座敷内に滞留し、機関室出入口の蓋が浮き

上がったことから、機関室に浸水したものと考えられる。 

本船は、船首の窓ガラスの下枠が濡れていたこと、船首部が波をす

くい始めていたこと、及び以前にも航行中に船首部に飛沫が掛かり、

前部甲板下の発電機室に浸水したことなどから、波が前部甲板に打ち

込み、２箇所の排水口から海水が排水できずに滞留していた可能性が

あると考えられる。                                                                                                                                                                                                                                      

原因 本事故は、本船が、発電所東方沖を北西進中、波が前部甲板に打ち

込み、海水が船首の窓ガラスを割って座敷内に滞留し、機関室出入口

の蓋が浮き上がったため、機関室に浸水したことにより発生したもの

と考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・乾舷の低い船舶は、波が打ち込みやすいので、最新の天気予報等

の情報を入手し、出港や航行の可否を慎重に判断すること。 

 


